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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・人事考課の作成を順次始めましょう。面談希望日時の入力もお願いします。
・医事への日誌のメール提出の際にメールを送る人が減算対象者の再確認をしてから送る様にしましょう(木曜日・金曜日)
· 4/22(金)13：30～14：00部署ミーティング

· 5月6日大規模災害訓練　斎藤SGM参加15：00～
※DNC祝日プログラム案
4/29→フルーツサンド作り
5/3→おやつ作り
5/4→お弁当買ってくる、汁ものとデザートは作る
5/5→おやつ作り

※DC祝日プログラム案
4/29→花見？ご飯を買って来て青陽館で食べる？
5/3～5→おやつ作り？

＜利用者様情報＞
デイケア
・寺沢　彩　様　～子供、本人の新型コロナウイルス感染後に家庭感染があり、健康観察期間を経て約3週間振りに来所している。体調面で変化はなく、下肢の脱力も無い為送迎を利用せずにバスと徒歩で来所している。歩行時に杖を使用しておらず、声を掛けると「大丈夫。持ってきていない。その事でお母さんとケンカした。」と話している。かかりつけの八戸赤十字病院医師からは無理し過ぎないようにと話があった為帰りについては送迎をお願いしたいと。作業療法では馴染みの利用者様と笑顔で雑談している。
ショートケア
特記事項無し。
デイナイトケア
・古館　ヨリ様　～今月中旬より左膝痛を訴えることが増え、跛行が見られたり動作緩慢となることがあった。時折スタッフの介助を要しながら、移動したり靴の着脱を行っており、青風荘ではテーブル席での食事を開始している。先日、おくでら整形外科受診し、左膝軟骨の変形による疼痛と診断され、ボルタレンカプセルと、湿布が処方となっている。本人は「横になっている方が楽」と話し、本日来所後は廊下やミーティング中に突然臥床しており、時や場所を選ばずに行動する事が見られている。床からの立ち上がりは辛くないかと問うと「横になりたい」と返答している。デイナイトケアスタッフが膝の状態を確認すると、両下腿に浮腫があり（左＞右）、左膝裏～左足関節まで疼痛があると話す。今後も青風荘と情報共有しながら疼痛悪化しないよう関わっていく。
